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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　心拍センサにより検知された被検体の心拍に関する心拍情報を、前記心拍センサにより
前記被検体の前記心拍が検知された時刻とともに取得する心拍情報取得部、
　動きセンサにより検知された前記被検体の動きに関する動き情報を、前記動きセンサに
より前記被検体の動きが検知された時刻とともに取得する動き情報取得部、
　前記心拍情報取得部により取得された前記心拍情報が検知された時刻よりも前の予め定
められた期間内に前記動きセンサにより検知された前記被検体の動きに関する前記動き情
報に基づいて、前記被検体の活動状態を特定する活動状態特定部、および、
　前記心拍情報取得部により取得された前記心拍情報に基づく前記被検体の心拍数を、前
記活動状態特定部により特定された前記被検体の活動状態とともに表示部に表示させる表
示制御部、
　としてコンピュータを機能させ、
　前記表示制御部は、前記心拍情報取得部により取得された最新の心拍情報に基づく前記
被検体の心拍数、および前記活動状態特定部により特定された前記最新の心拍情報に対す
る前記被検体の活動状態とともに、前記最新の心拍情報に対する前記被検体の活動状態と
同一の活動状態が前記活動状態特定部により特定された過去の心拍情報に基づく前記被検
体の心拍数を、前記表示部に表示させる、プログラム。
【請求項２】
　心拍センサにより検知された被検体の心拍に関する心拍情報を、前記心拍センサにより
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前記被検体の前記心拍が検知された時刻とともに取得する心拍情報取得部、
　動きセンサにより検知された前記被検体の動きに関する動き情報を、前記動きセンサに
より前記被検体の動きが検知された時刻とともに取得する動き情報取得部、
　前記心拍情報取得部により取得された前記心拍情報が検知された時刻よりも前の予め定
められた期間内に前記動きセンサにより検知された前記被検体の動きに関する前記動き情
報に基づいて、前記被検体の活動状態を特定する活動状態特定部、および、
　前記心拍情報取得部により取得された前記心拍情報に基づく前記被検体の心拍数を、前
記活動状態特定部により特定された前記被検体の活動状態とともに表示部に表示させる表
示制御部、
　としてコンピュータを機能させ、
　前記表示制御部は、前記心拍情報取得部により取得された最新の心拍情報に基づく前記
被検体の心拍数、および前記活動状態特定部により特定された前記最新の心拍情報に対す
る前記被検体の活動状態とともに、前記最新の心拍情報に対する前記被検体の活動状態と
同一の活動状態が前記活動状態特定部により特定された過去の心拍情報に基づく前記被検
体の平均心拍数を、前記表示部に表示させる、プログラム。
【請求項３】
　心拍センサにより検知された被検体の心拍に関する心拍情報を、前記心拍センサにより
前記被検体の前記心拍が検知された時刻とともに取得する心拍情報取得部、
　動きセンサにより検知された前記被検体の動きに関する動き情報を、前記動きセンサに
より前記被検体の動きが検知された時刻とともに取得する動き情報取得部、
　前記心拍情報取得部により取得された前記心拍情報が検知された時刻よりも前の予め定
められた期間内に前記動きセンサにより検知された前記被検体の動きに関する前記動き情
報に基づいて、前記被検体の活動状態を特定する活動状態特定部、
　前記心拍情報取得部により取得された前記心拍情報に基づく前記被検体の心拍数を、前
記活動状態特定部により特定された前記被検体の活動状態とともに表示部に表示させる表
示制御部、および
　前記被検体の心拍数が前記活動状態特定部により特定された前記被検体の活動状態とと
もに前記表示部に表示されているときに、前記被検体の心拍数の一覧表示の指示を受け付
ける一覧表示指示受付部、
　としてコンピュータを機能させ、
　前記表示制御部は、前記心拍情報取得部により取得された最新の心拍情報に基づく前記
被検体の心拍数を、前記活動状態特定部により特定された前記最新の心拍情報に対する前
記被検体の活動状態とともに前記表示部に表示させ、
　前記表示制御部は、前記一覧表示指示受付部が前記一覧表示の指示を受け付けたことに
対応して、前記表示部に表示されている前記被検体の活動状態と同一の活動状態が前記活
動状態特定部により特定された複数の心拍情報に基づく前記被検体の複数の心拍数を、前
記複数の心拍情報に対応する複数の時刻とともに前記表示部に一覧表示させる、プログラ
ム。
【請求項４】
　心拍センサにより検知された被検体の心拍に関する心拍情報を、前記心拍センサにより
前記被検体の前記心拍が検知された時刻とともに取得する心拍情報取得部、
　動きセンサにより検知された前記被検体の動きに関する動き情報を、前記動きセンサに
より前記被検体の動きが検知された時刻とともに取得する動き情報取得部、
　前記心拍情報取得部により取得された前記心拍情報が検知された時刻よりも前の予め定
められた期間内に前記動きセンサにより検知された前記被検体の動きに関する前記動き情
報に基づいて、前記被検体の活動状態を特定する活動状態特定部、
　前記心拍情報取得部により取得された前記心拍情報に基づく前記被検体の心拍数を、前
記活動状態特定部により特定された前記被検体の活動状態とともに表示部に表示させる表
示制御部、および
　前記被検体の複数の活動状態のうちのいずれかの活動状態を選択させる活動状態選択部
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　としてコンピュータを機能させ、
　前記表示制御部は、前記活動状態選択部により前記活動状態が選択されたことに対応し
て、前記活動状態選択部により選択された前記活動状態と同一の活動状態が前記活動状態
特定部により特定された少なくとも１つの心拍情報に基づく前記被検体の心拍数を、前記
活動状態選択部により選択された前記活動状態とともに前記表示部に表示させる、プログ
ラム。
【請求項５】
　前記表示制御部は、前記少なくとも１つの心拍情報に基づく前記被検体の平均心拍数を
、前記活動状態選択部により選択された前記活動状態とともに前記表示部に表示させる、
請求項４に記載のプログラム。
【請求項６】
　前記表示制御部は、前記心拍情報取得部により取得された最新の心拍情報に基づく前記
被検体の心拍数を、前記活動状態特定部により特定された前記最新の心拍情報に対する前
記被検体の活動状態とともに前記表示部に表示させる、請求項４または請求項５に記載の
プログラム。
【請求項７】
　前記表示制御部は、前記最新の心拍情報に対する前記被検体の活動状態と同一の活動状
態が前記活動状態特定部により特定された過去の心拍情報に基づく前記被検体の心拍数を
、前記最新の心拍情報に基づく前記被検体の心拍数および前記最新の心拍情報に対する前
記被検体の活動状態とともに前記表示部に表示させる、請求項２、３、６のいずれか１つ
に記載のプログラム。
【請求項８】
　前記表示制御部は、前記過去の心拍情報に基づく前記被検体の心拍数を時系列に、前記
最新の心拍情報に基づく前記被検体の心拍数および前記最新の心拍情報に対する前記被検
体の活動状態とともに前記表示部に表示させる、請求項１または請求項７に記載のプログ
ラム。
【請求項９】
　前記心拍情報に基づいて前記被検体の運動強度を導出する運動強度導出部として前記コ
ンピュータをさらに機能させ、
　前記表示制御部は、前記心拍情報取得部により取得された前記心拍情報に基づく前記被
検体の心拍数を、前記運動強度とともに前記表示部に表示させる、請求項１から請求項８
のいずれか１つに記載のプログラム。
【請求項１０】
　前記心拍情報に基づいて前記被検体のストレス強度を導出するストレス強度導出部とし
て前記コンピュータをさらに機能させ、
　前記表示制御部は、前記心拍情報取得部により取得された前記心拍情報に基づく前記被
検体の心拍数を、前記ストレス強度とともに前記表示部に表示させる、請求項１から請求
項９のいずれか１つに記載のプログラム。
【請求項１１】
　前記心拍情報に基づいて前記被検体の心臓強度を導出する心臓強度導出部として前記コ
ンピュータをさらに機能させ、
　前記表示制御部は、前記心拍情報取得部により取得された前記心拍情報に基づく前記被
検体の心拍数を、前記心臓強度とともに前記表示部に表示させる、請求項１から請求項１
０のいずれか１つに記載のプログラム。
【請求項１２】
　前記コンピュータの位置を、前記コンピュータの位置が検知された時刻とともに取得す
る位置取得部として前記コンピュータをさらに機能させ、
　前記表示制御部は、前記被検体の心拍数および前記被検体の活動状態とともに、前記心
拍センサにより前記被検体の心拍が検知された時刻、または前記動きセンサにより前記被
検体の動きが検知された時刻に検知された前記位置に関する位置情報を前記表示部に表示
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させる、請求項１から請求項１１のいずれか１つに記載のプログラム。
【請求項１３】
　心拍センサにより検知された被検体の心拍に関する心拍情報を、前記心拍センサにより
前記被検体の前記心拍が検知された時刻とともに取得する心拍情報取得部と、
　動きセンサにより検知された前記被検体の動きに関する動き情報を、前記動きセンサに
より前記被検体の前記動きが検知された時刻とともに取得する動き情報取得部と、
　前記心拍情報取得部により取得された前記心拍情報が検知された時刻よりも前の予め定
められた期間内に前記動きセンサにより検知され、前記動き情報取得部により取得された
前記動き情報に基づいて、前記被検体の活動状態を特定する活動状態特定部と、
　前記心拍情報取得部により取得された前記心拍情報に基づく前記被検体の心拍数を、前
記活動状態特定部により特定された前記被検体の活動状態とともに表示部に表示させる表
示制御部と
を備え、
　前記表示制御部は、前記心拍情報取得部により取得された最新の心拍情報に基づく前記
被検体の心拍数、および前記活動状態特定部により特定された前記最新の心拍情報に対す
る前記被検体の活動状態とともに、前記最新の心拍情報に対する前記被検体の活動状態と
同一の活動状態が前記活動状態特定部により特定された過去の心拍情報に基づく前記被検
体の心拍数を、前記表示部に表示させる、表示制御装置。
【請求項１４】
　心拍センサにより検知された被検体の心拍に関する心拍情報を、前記心拍センサにより
前記被検体の前記心拍が検知された時刻とともに取得する心拍情報取得部と、
　動きセンサにより検知された前記被検体の動きに関する動き情報を、前記動きセンサに
より前記被検体の動きが検知された時刻とともに取得する動き情報取得部と、
　前記心拍情報取得部により取得された前記心拍情報が検知された時刻よりも前の予め定
められた期間内に前記動きセンサにより検知された前記被検体の動きに関する前記動き情
報に基づいて、前記被検体の活動状態を特定する活動状態特定部と、
　前記心拍情報取得部により取得された前記心拍情報に基づく前記被検体の心拍数を、前
記活動状態特定部により特定された前記被検体の活動状態とともに表示部に表示させる表
示制御部と
を備え、
　前記表示制御部は、前記心拍情報取得部により取得された最新の心拍情報に基づく前記
被検体の心拍数、および前記活動状態特定部により特定された前記最新の心拍情報に対す
る前記被検体の活動状態とともに、前記最新の心拍情報に対する前記被検体の活動状態と
同一の活動状態が前記活動状態特定部により特定された過去の心拍情報に基づく前記被検
体の平均心拍数を、前記表示部に表示させる、表示制御装置。
【請求項１５】
　心拍センサにより検知された被検体の心拍に関する心拍情報を、前記心拍センサにより
前記被検体の前記心拍が検知された時刻とともに取得する心拍情報取得部と、
　動きセンサにより検知された前記被検体の動きに関する動き情報を、前記動きセンサに
より前記被検体の動きが検知された時刻とともに取得する動き情報取得部と、
　前記心拍情報取得部により取得された前記心拍情報が検知された時刻よりも前の予め定
められた期間内に前記動きセンサにより検知された前記被検体の動きに関する前記動き情
報に基づいて、前記被検体の活動状態を特定する活動状態特定部と、
　前記心拍情報取得部により取得された前記心拍情報に基づく前記被検体の心拍数を、前
記活動状態特定部により特定された前記被検体の活動状態とともに表示部に表示させる表
示制御部と、
　前記被検体の心拍数が前記活動状態特定部により特定された前記被検体の活動状態とと
もに前記表示部に表示されているときに、前記被検体の心拍数の一覧表示の指示を受け付
ける一覧表示指示受付部と
を備え、
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　前記表示制御部は、前記心拍情報取得部により取得された最新の心拍情報に基づく前記
被検体の心拍数を、前記活動状態特定部により特定された前記最新の心拍情報に対する前
記被検体の活動状態とともに前記表示部に表示させ、
　前記表示制御部は、前記一覧表示指示受付部が前記一覧表示の指示を受け付けたことに
対応して、前記表示部に表示されている前記被検体の活動状態と同一の活動状態が前記活
動状態特定部により特定された複数の心拍情報に基づく前記被検体の複数の心拍数を、前
記複数の心拍情報に対応する複数の時刻とともに前記表示部に一覧表示させる、表示制御
装置。
【請求項１６】
　心拍センサにより検知された被検体の心拍に関する心拍情報を、前記心拍センサにより
前記被検体の前記心拍が検知された時刻とともに取得する心拍情報取得部と、
　動きセンサにより検知された前記被検体の動きに関する動き情報を、前記動きセンサに
より前記被検体の動きが検知された時刻とともに取得する動き情報取得部と、
　前記心拍情報取得部により取得された前記心拍情報が検知された時刻よりも前の予め定
められた期間内に前記動きセンサにより検知された前記被検体の動きに関する前記動き情
報に基づいて、前記被検体の活動状態を特定する活動状態特定部と、
　前記心拍情報取得部により取得された前記心拍情報に基づく前記被検体の心拍数を、前
記活動状態特定部により特定された前記被検体の活動状態とともに表示部に表示させる表
示制御部と、
　前記被検体の複数の活動状態のうちのいずれかの活動状態を選択させる活動状態選択部
と
を備え、
　前記表示制御部は、前記活動状態選択部により前記活動状態が選択されたことに対応し
て、前記活動状態選択部により選択された前記活動状態と同一の活動状態が前記活動状態
特定部により特定された少なくとも１つの心拍情報に基づく前記被検体の心拍数を、前記
活動状態選択部により選択された前記活動状態とともに前記表示部に表示させる、表示制
御装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、プログラムおよび表示制御装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　特許文献１には、心拍数を表示する携帯型心拍計が開示されている。
　特許文献１　特開２００８－２２８９１号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　例えば、上記のような心拍計を用いて被検体の心拍数を計測してからある程度時間が経
過した後に、ユーザがその心拍数を参照する場合に、その心拍数が計測された直前に被検
体がどのような動きをしていたかをユーザが容易に把握できない場合がある。
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　本発明の一態様に係るプログラムは、心拍センサにより検知された被検体の心拍に関す
る心拍情報を、心拍センサにより被検体の心拍が検知された時刻とともに取得する心拍情
報取得部、動きセンサにより検知された被検体の動きに関する動き情報を、動きセンサに
より被検体の動きが検知された時刻とともに取得する動き情報取得部、心拍情報取得部に
より取得された心拍情報が検知された時刻よりも前の予め定められた期間内に動きセンサ
により検知された被検体の動きに関する動き情報に基づいて、被検体の活動状態を特定す
る活動状態特定部、および、心拍情報取得部により取得された心拍情報に基づく被検体の
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心拍数を、活動状態特定部により特定された被検体の活動状態とともに表示部に表示させ
る表示制御部、としてコンピュータを機能させる。
【０００５】
　上記プログラムにおいて、表示制御部は、心拍情報取得部により取得された最新の心拍
情報に基づく被検体の心拍数を、活動状態特定部により特定された最新の心拍情報に対す
る被検体の活動状態とともに表示部に表示させてもよい。
【０００６】
　上記プログラムにおいて、表示制御部は、最新の心拍情報に対する被検体の活動状態と
同一の活動状態が活動状態特定部により特定された過去の心拍情報に基づく被検体の心拍
数を、最新の心拍情報に基づく被検体の心拍数および最新の心拍情報に対する被検体の活
動状態とともに表示部に表示させてもよい。
【０００７】
　上記プログラムにおいて、表示制御部は、過去の心拍情報に基づく被検体の心拍数を時
系列に、最新の心拍情報に基づく被検体の心拍数および最新の心拍情報に対する被検体の
活動状態とともに表示部に表示させてもよい。
【０００８】
　上記プログラムにおいて、表示制御部は、最新の心拍情報に対する被検体の活動状態と
同一の活動状態が活動状態特定部により特定された過去の心拍情報に基づく被検体の平均
心拍数を、最新の心拍情報に基づく被検体の心拍数および最新の心拍情報に対する被検体
の活動状態とともに表示部に表示させてもよい。
【０００９】
　上記プログラムにおいて、被検体の心拍数が活動状態特定部により特定された被検体の
活動状態とともに表示部に表示されているときに、被検体の心拍数の一覧表示の指示を受
け付ける一覧表示指示受付部としてコンピュータをさらに機能させ、表示制御部は、一覧
表示指示受付部が一覧表示の指示を受け付けたことに対応して、表示部に表示されている
被検体の活動状態と同一の活動状態が活動状態特定部により特定された複数の心拍情報に
基づく被検体の複数の心拍数を、複数の心拍情報に対応する複数の時刻とともに表示部に
一覧表示させてもよい。
【００１０】
　上記プログラムにおいて、被検体の複数の活動状態のうちのいずれかの活動状態を選択
させる活動状態選択部としてコンピュータをさらに機能させ、表示制御部は、活動状態選
択部により活動状態が選択されたことに対応して、活動状態選択部により選択された活動
状態と同一の活動状態が活動状態特定部により特定された少なくとも１つの心拍情報に基
づく被検体の心拍数を、活動状態選択部により選択された活動状態とともに表示部に表示
させてもよい。
【００１１】
　上記プログラムにおいて、表示制御部は、少なくとも１つの心拍情報に基づく被検体の
平均心拍数を、活動状態選択部により選択された活動状態とともに表示部に表示させても
よい。
【００１２】
　上記プログラムにおいて、心拍情報に基づいて被検体の運動強度を導出する運動強度導
出部としてコンピュータをさらに機能させ、表示制御部は、心拍情報取得部により取得さ
れた心拍情報に基づく被検体の心拍数を、運動強度とともに表示部に表示させてもよい。
【００１３】
　上記プログラムにおいて、心拍情報に基づいて被検体のストレス強度を導出するストレ
ス強度導出部としてコンピュータをさらに機能させ、表示制御部は、心拍情報取得部によ
り取得された心拍情報に基づく被検体の心拍数を、ストレス強度とともに表示部に表示さ
せてもよい。
【００１４】
　上記プログラムにおいて、心拍情報に基づいて被検体の心臓強度を導出する心臓強度導
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出部としてコンピュータをさらに機能させ、表示制御部は、心拍情報取得部により取得さ
れた心拍情報に基づく被検体の心拍数を、心臓強度とともに表示部に表示させてもよい。
【００１５】
　上記プログラムにおいて、コンピュータの位置を、コンピュータの位置が検知された時
刻とともに取得する位置取得部としてコンピュータをさらに機能させ、表示制御部は、被
検体の心拍数および被検体の活動状態とともに、心拍センサにより被検体の心拍が検知さ
れた時刻、または動きセンサにより被検体の動きが検知された時刻に検知された位置に関
する位置情報を表示部に表示させてもよい。
【００１６】
　本発明の一態様に係る表示制御装置は、心拍センサにより検知された被検体の心拍に関
する心拍情報を、心拍センサにより被検体の心拍が検知された時刻とともに取得する心拍
情報取得部と、動きセンサにより検知された被検体の動きに関する動き情報を、動きセン
サにより被検体の動きが検知された時刻とともに取得する動き情報取得部と、心拍情報取
得部により取得された心拍情報が検知された時刻よりも前の予め定められた期間内に動き
センサにより検知され、動き情報取得部により取得された動き情報に基づいて、被検体の
活動状態を特定する活動状態特定部と、心拍情報取得部により取得された心拍情報に基づ
く被検体の心拍数を、活動状態特定部により特定された被検体の活動状態とともに表示部
に表示させる表示制御部とを備える。
【００１７】
　なお、上記の発明の概要は、本発明の特徴の全てを列挙したものではない。また、これ
らの特徴群のサブコンビネーションもまた、発明となりうる。
【図面の簡単な説明】
【００１８】
【図１】心拍数表示システムの全体構成の一例を示す図である。
【図２】センサユニットの機能ブロックの一例を示す図である。
【図３】表示制御装置の機能ブロックの一例を示す図である。
【図４】表示制御装置がセンサユニットに接続された場合に表示制御装置において実行さ
れる処理手順の一例を示すフローチャートである。
【図５】表示制御部が表示部に表示させる画像の一例を示す図である。
【図６】表示制御部が表示部に表示させる画像の一例を示す図である。
【図７】表示制御部が表示部に表示させる画像の一例を示す図である。
【図８】表示制御部が表示部に表示させる画像の一例を示す図である。
【図９】表示制御部が表示部に表示させる画像の一例を示す図である。
【図１０】表示制御部が表示部に表示させる画像の一例を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１９】
　以下、発明の実施の形態を通じて本発明を説明するが、以下の実施形態は特許請求の範
囲にかかる発明を限定するものではない。また、実施形態の中で説明されている特徴の組
み合わせの全てが発明の解決手段に必須であるとは限らない。
【００２０】
　図１は、本実施形態に係る心拍数表示システムの全体構成の一例を示す図である。心拍
数表示システムは、表示制御装置１００およびセンサユニット２００を備える。センサユ
ニット２００は、例えば、被検体の一例である人間の手首に装着され、被検体の心電図信
号および動きを検知する。センサユニット２００は、表示制御装置１００と無線通信する
。
【００２１】
　図２は、センサユニット２００の機能ブロックの一例を示す図である。センサユニット
２００は、心拍センサ２０２、心拍情報保持部２０４、動きセンサ２０６、動き情報保持
部２０８、および通信部２１０を備える。
【００２２】
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　心拍センサ２０２は、ユーザからの指示に応じて、被検体の心電図信号を計測する。心
拍センサ２０２は、心電図信号に基づいて被検体の心拍数および心拍変動を導出する。心
拍センサ２０２は、被検体の心電図信号、心拍数、および心拍変動を、心電図信号が計測
された時刻とともに心拍情報保持部２０４に登録する。心拍情報保持部２０４に登録され
る時刻は、ユーザから心電図信号の計測の指示を受けた時刻、心電図信号の計測が開始さ
れた時刻、または心電図信号の計測が終了した時刻でもよい。
【００２３】
　心拍情報保持部２０４は、心拍センサ２０２により検知された被検体の心電図信号、心
拍数、および心拍変動を含む心拍情報を、時刻とともに保持する。
【００２４】
　動きセンサ２０６は、被検体の動きを検出する。動きセンサ２０６は、被検体の動きに
よって生じる加速度を互いに直交する３軸方向について検出する３軸加速度センサでもよ
い。動きセンサ２０６は、被検体が安静状態のときの加速度を基準加速度として記憶して
いてもよい。そして、動きセンサ２０６は、検出された加速度と、基準加速度とを比較し
、検出された加速度を、基準加速度に対する相対的なレベルを示す値である活動レベルに
変換してもよい。動きセンサ２０６は、検出された加速度に基づいて、被検体の歩数を導
出してもよい。動きセンサ２０６は、検出された加速度に基づいて被検体の消費カロリー
を導出してもよい。
【００２５】
　動きセンサ２０６は、検出された加速度、活動レベル、歩数、消費カロリーを含む動き
情報を、被検体の動きが検出された時刻とともに動き情報保持部２０８に登録する。動き
センサ２０６は、定期的に被検体の動きを検出し、検出された被検体の動きを示す動き情
報を動き情報保持部２０８に登録する。
【００２６】
　動きセンサ２０６は、検出された加速度をより詳細に分析し、被検体の動きをより詳細
に特定してもよい。例えば、動きセンサ２０６は、検出された加速度に基づいて、被検体
の動きとして、睡眠、デスクワーク、歩行、ジョギング、テニス、ゴルフ、スキーなどを
特定してもよい。
【００２７】
　通信部２１０は、表示制御装置１００と無線通信する。通信部２１０は、Ｂｌｕｅｔｏ
ｏｔｈ（登録商標）などの近距離通信方式に従って表示制御装置１００と無線通信しても
よい。通信部２１０は、表示制御装置１００とＵＳＢケーブルなどのケーブルを介して有
線通信してもよい。通信部２１０は、表示制御装置１００との間に通信路が確立されたこ
とに対応して、心拍情報保持部２０４が保持する心拍情報と時刻、および動き情報保持部
２０８が保持する動き情報と時刻を表示制御装置１００に転送してもよい。
【００２８】
　図３は、表示制御装置１００の機能ブロックの一例を示す図である。表示制御装置１０
０は、スマートフォン、タブレットなどの携帯型の通信端末でもよい。表示制御装置１０
０は、デスクトップパソコン、ノートパソコンなどディスプレイに表示される画像を制御
可能な他の装置でもよい。
【００２９】
　表示制御装置１００は、通信部１０２、心拍情報取得部１０４、動き情報取得部１０６
、活動状態特定部１０８、心拍情報保持部１１０、表示制御部１１２、表示部１１４、運
動強度導出部１１６、ストレス強度導出部１１８、心臓強度導出部１２０、一覧表示指示
受付部１２２、活動状態選択部１２４、および位置取得部１２６を備える。
【００３０】
　表示制御装置１００は、センサユニット２００から受信した心拍情報および動き情報に
基づいて、被検体の心拍数を、被検体の心拍数が検知される直前の被検体の活動状態とと
もに表示部１１４に表示する。心拍数とともに被検体の活動状態が表示されるので、心拍
数を計測してからある程度時間が経過した後に、ユーザがその心拍数を参照する場合でも
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、その心拍数が計測された直前に被検体がどのような動きをしていたかをユーザが容易に
把握できる。
【００３１】
　通信部１０２は、センサユニット２００と無線通信する。通信部１０２は、Ｂｌｕｅｔ
ｏｏｔｈ（登録商標）などの近距離通信方式に従ってセンサユニット２００と無線通信し
てもよい。通信部１０２は、センサユニット２００とＵＳＢケーブルなどのケーブルを介
して有線通信してもよい。
【００３２】
　心拍情報取得部１０４は、心拍センサ２０２により検知された被検体の心拍に関する心
拍情報を、心拍センサ２０２により被検体の心拍が検知された時刻とともに、センサユニ
ット２００から通信部１０２を介して取得する。
【００３３】
　動き情報取得部１０６は、動きセンサ２０６により検知された被検体の動きに関する動
き情報を、動きセンサ２０６により被検体の動きが検知された時刻とともに、センサユニ
ット２００から通信部１０２を介して取得する。
【００３４】
　活動状態特定部１０８は、心拍情報が検知された時刻よりも前の予め定められた期間内
に検知された被検体の動きに関する動き情報に基づいて、被検体の活動状態を特定する。
活動状態特定部１０８は、動き情報の中から心拍情報が検知された時刻よりも前の予め定
められた期間内に含まれる時刻とともに取得された動き情報を特定する。活動状態特定部
１０８は、特定された動き情報に基づいて被検体の活動状態を特定する。活動状態特定部
１０８は、特定された動き情報に含まれる活動レベルに基づいて被検体の活動状態を特定
してもよい。
【００３５】
　活動状態特定部１０８は、活動レベルの大きさに応じた活動状態を示す活動状態テーブ
ルを参照して、被検体の活動状態を特定してもよい。活動状態テーブルは、安静状態、日
常状態、および運動状態の３段階の活動状態を示してもよい。安静状態は、最も低い活動
レベルを示す。日常状態は、安静状態と運動状態との間の活動レベルを示す。運動状態は
、最も高い活動レベルを示す。そして、活動状態特定部１０８は、活動状態テーブルを参
照して、取得した動き情報に含まれる活動レベルに対応する活動状態を、安静状態、日常
状態、および運動状態のいずれかであると特定してもよい。運動状態は、活動レベルに応
じて、軽い運動状態、普通の運動状態、激しい運動状態などの複数の段階に分類されても
よい。
【００３６】
　活動状態特定部１０８は、心拍情報取得部１０４により取得された心拍情報とその心拍
情報に対応する動き情報に基づいて特定された被検体の活動状態とを関連付けて、心拍情
報保持部１１０に登録する。
【００３７】
　心拍情報保持部１１０は、心拍情報と、心拍情報に対応する被検体の活動状態とを関連
付けて保持する。表示制御部１１２は、心拍情報保持部１１０を参照して、心拍情報取得
部１０４により取得された心拍情報に基づく被検体の心拍数を、活動状態特定部１０８に
より特定された被検体の活動状態とともに表示部１１４に表示させる。
【００３８】
　表示制御部１１２は、心拍情報保持部１１０を参照して、心拍情報取得部１０４により
取得された最新の心拍情報に基づく被検体の心拍数を、活動状態特定部１０８により特定
された最新の心拍情報に対する被検体の活動状態とともに表示部１１４に表示させてもよ
い。表示制御部１１２は、被検体の最新の心拍数を、最新の心拍数に対応する動き情報に
基づいて特定された被検体の活動状態とともに表示部１１４に表示させてもよい。表示制
御部１１２は、被検体の最新の心拍数を、最新の心拍数が検知される直前に行っていたと
活動状態特定部１０８により特定された被検体の活動状態とともに表示部１１４に表示さ
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せてもよい。
【００３９】
　表示制御部１１２は、心拍情報保持部１１０を参照して、最新の心拍情報に対する被検
体の活動状態と同一の活動状態が活動状態特定部１０８により特定された過去の心拍情報
を特定してもよい。そして、表示制御部１１２は、特定された過去の心拍情報に基づく被
検体の心拍数を、最新の心拍情報に基づく被検体の心拍数および最新の心拍情報に対する
被検体の活動状態とともに表示部１１４に表示してもよい。
【００４０】
　表示制御部１１２は、過去の心拍情報に基づく被検体の心拍数を時系列に、最新の心拍
情報に基づく被検体の心拍数および最新の心拍情報に対する被検体の活動状態とともに表
示部１１４に表示させてもよい。表示制御部１１２は、過去の心拍情報に基づく被検体の
心拍数の大きさを時系列に示した棒グラフを、最新の心拍情報に基づく被検体の心拍数お
よび最新の心拍情報に対する被検体の活動状態とともに表示部１１４に表示させてもよい
。
【００４１】
　表示制御部１１２は、最新の心拍情報に対する被検体の活動状態と同一の活動状態が活
動状態特定部１０８により特定された過去の心拍情報に基づく被検体の平均心拍数を、最
新の心拍情報に基づく被検体の心拍数および最新の心拍情報に対する被検体の活動状態と
ともに表示部１１４に表示させてもよい。
【００４２】
　一覧表示指示受付部１２２は、被検体の心拍数が被検体の活動状態とともに表示部１１
４に表示されているときに、ユーザから被検体の心拍数の一覧表示の指示を受け付ける。
表示制御部１１２は、一覧表示指示受付部１２２が一覧表示の指示を受け付けたことに対
応して、心拍情報保持部１１０を参照して、表示部１１４に表示されている被検体の活動
状態と同一の活動状態が活動状態特定部１０８により特定された複数の心拍情報を取得す
る。そして、表示制御部１１２は、取得した複数の心拍情報に基づく被検体の複数の心拍
数を、複数の心拍情報に対応する複数の時刻とともに表示部１１４に一覧表示させてもよ
い。
【００４３】
　活動状態選択部１２４は、被検体の複数の活動状態のうちのいずれかの活動状態をユー
ザに選択させる。表示制御部１１２は、活動状態選択部１２４により活動状態が選択され
たことに対応して、心拍情報保持部１１０を参照して、活動状態選択部１２４により選択
された活動状態と同一の活動状態が活動状態特定部１０８により特定された少なくとも１
つの心拍情報を取得する。そして、表示部１１４は、取得した少なくとも１つの心拍情報
に基づく被検体の心拍数を、活動状態選択部１２４により選択された活動状態とともに表
示部１１４に表示させてもよい。
【００４４】
　表示制御部１１２は、活動状態選択部１２４により活動状態が選択されたことに対応し
て、心拍情報保持部１１０を参照して、活動状態選択部１２４により選択された活動状態
と同一の活動状態と関連付けて登録されている複数の心拍情報を取得してもよい。表示制
御部１１２は、心拍情報保持部１１０を参照して、活動状態選択部１２４により選択され
た活動状態と同一の活動状態と関連付けて登録されている最新の心拍情報から予め定めら
れた数の心拍情報を取得してもよい。表示制御部１１２は、複数の心拍情報を時系列に示
した棒グラフを、活動状態選択部１２４により選択された活動状態とともに表示部１１４
に表示してもよい。
【００４５】
　表示制御部１１２は、活動状態選択部１２４により選択された活動状態と同一の活動状
態が活動状態特定部１０８により特定された少なくとも１つの心拍情報に基づく被検体の
平均心拍数を、活動状態選択部１２４により選択された活動状態とともに表示部１１４に
表示させてもよい。
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【００４６】
　運動強度導出部１１６は、心拍情報に基づいて被検体の運動強度を導出する。表示制御
部１１２は、心拍情報取得部１０４により取得された心拍情報に基づく被検体の心拍数を
、運動強度とともに表示部１１４に表示させてもよい。運動強度導出部１１６は、被検体
の運動強度を導出するためのＡＰＩ（アプリケーションプログラミングインタフェース）
を通信部１０２を介してセンサユニット２００に問い合わせてもよい。運動強度導出部１
１６は、センサユニット２００から提供されたＡＰＩを用いて、心拍情報に基づく被検体
の運動強度を導出してもよい。
【００４７】
　運動強度導出部１１６は、心拍情報保持部１１０を参照して、被検体の最大心拍数を特
定する。または、運動強度導出部１１６は、被検体に対して予め定められた最大心拍数を
特定する。次いで、運動強度導出部１１６は、最新の心拍情報に基づく心拍数を特定され
た最大心拍数で除した値を算出する。表示制御部１１２は、算出された値を、最新の心拍
情報に基づいて被検体の心拍数とともに、パーセント表記により運動強度として表示部１
１４に表示させてもよい。
【００４８】
　ストレス強度導出部１１８は、心拍情報に基づいて被検体のストレス強度を導出する。
表示制御部１１２は、心拍情報取得部１０４により取得された心拍情報に基づく被検体の
心拍数を、ストレス強度とともに表示部１１４に表示させてもよい。ストレス強度導出部
１１８は、センサユニット２００から提供されたＡＰＩを用いて、心拍情報に基づくスト
レス強度を導出してもよい。
【００４９】
　ストレス強度導出部１１８は、心拍情報保持部１１０を参照して、最新の心拍情報に基
づいて被検体の心拍変動を特定する。ストレス強度導出部１１８は、最新の心拍情報に含
まれる心電図信号に基づいて心拍変動を導出してもよい。ストレス強度導出部１１８は、
心拍変動の大きさに応じて、ストレス強度を導出してもよい。ストレス強度導出部１１８
は心拍変動の大きさに応じたストレス強度を示すストレス強度テーブルを参照して、心拍
変動の大きさに基づいて、ストレス強度を導出してもよい。ストレス強度導出部１１８は
、心拍変動が小さいほどストレス強度が大きくなるように、ストレス強度を導出してもよ
い。表示制御部１１２は、ストレス強度を例えば１０段階表記で、心拍情報取得部１０４
により取得された心拍情報に基づく被検体の心拍数とともに表示部１１４に表示させても
よい。
【００５０】
　心臓強度導出部１２０は、心拍情報に基づいて被検体の心臓強度を導出する。表示制御
部１１２は、心拍情報取得部１０４により取得された心拍情報に基づく被検体の心拍数を
、心臓強度とともに表示部１１４に表示させる。心臓強度導出部１２０は、センサユニッ
ト２００から提供されたＡＰＩを用いて、心拍情報に基づく心臓強度を導出してもよい。
【００５１】
　心臓強度導出部１２０は、安静時の心拍数の大きさに基づいて被検体の心臓強度を導出
してもよい。心臓強度導出部１２０は、心拍情報保持部１１０を参照して、活動状態が安
静状態である最新の心拍情報から予め定められた数の心拍情報を取得して、安静状態にお
ける被検体の平均心拍数を導出する。そして、心臓強度導出部１２０は、被検体の安静状
態での平均心拍数の大きさに応じて心臓強度を導出してもよい。心臓強度導出部１２０は
、被検体の安静状態での平均心拍数の大きさが小さいほど心臓強度が大きくなるように、
心臓強度を導出してもよい。
【００５２】
　位置取得部１２６は、表示制御装置１００の位置を、表示制御装置１００の位置が検知
された時刻とともに取得する。表示制御部１１２は、被検体の心拍数および被検体の活動
状態とともに、心拍センサ２０２により被検体の心拍が検知された時刻、または動きセン
サ２０６により被検体の動きが検知された時刻に検知された位置に関する位置情報を表示
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部１１４に表示させてもよい。
【００５３】
　例えば、被検体であるユーザが、センサユニット２００とともに表示制御装置１００を
携帯している場合、表示制御装置１００の位置は、心拍数が検知されたときにユーザがい
た場所を示す。そこで、位置情報を心拍数および被検体の活動状態とともに表示すること
で、ユーザは、表示された心拍数に対応する活動状態がどのような場所で行われたかを特
定できる。よって、ユーザは、活動が行われた場所を考慮して、表示された心拍数を評価
することができる。
【００５４】
　表示制御部１１２は、位置情報に基づいて特定の場所で検知された心拍情報に基づく心
拍数を時系列に表示部１１４に表示してもよい。また、表示制御部１１２は、特定の場所
における平均心拍数を表示部１１４に表示してもよい。表示制御部１１２は、時刻に基づ
いて特定の季節など特定の期間において検知された心拍情報に基づく平均心拍数、または
心拍数の時系列情報に表示部１１４に表示してもよい。表示制御部１１２は、心拍情報が
検知されたときの気象状況を収集し、特定の気象状況における心拍情報に基づく平均心拍
数、または心拍数の時系列情報を表示部１１４に表示してもよい。
【００５５】
　図４は、表示制御装置１００がセンサユニット２００に接続された場合に表示制御装置
１００において実行される処理手順の一例を示すフローチャートである。
【００５６】
　通信部１０２を介して、表示制御装置１００がセンサユニット２００に接続された場合
（Ｓ１００）、心拍情報取得部１０４は、センサユニット２００から心拍センサ２０２に
より検知された被検体の心拍に関する心拍情報を、心拍センサ２０２により被検体の心拍
が検知された時刻とともに取得する。また、動き情報取得部１０６は、センサユニット２
００から動きセンサ２０６により検知された被検体の動きに関する動き情報を、動きセン
サ２０６により被検体の動きが検知された時刻とともに取得する（Ｓ１０２）。
【００５７】
　次いで、活動状態特定部１０８は、心拍情報取得部１０４により取得された心拍情報が
検知された時刻よりも前の予め定められた期間内に動きセンサ２０６により検知された被
検体の動きに関する動き情報を特定し、特定された動き情報に基づいて、被検体の活動状
態を特定する（Ｓ１０４）。活動状態特定部１０８は、心拍情報取得部１０４により取得
された心拍情報と、特定された動き情報とを関連付けて心拍情報保持部１１０に登録する
（Ｓ１０６）。
【００５８】
　センサユニット２００は、表示制御装置１００に接続されたことに対応して、心拍情報
および動き情報をそれぞれが検出された時刻とともに表示制御装置１００に転送する。表
示制御装置１００は、心拍情報および動き情報とともに転送されてきた時刻を参照して、
心拍情報と動き情報とを対応付ける。表示制御装置１００は、動き情報に基づいて被検体
の活動状態を特定し、特定された活動状態を、対応付けられた心拍情報に関連付けて心拍
情報保持部１１０に登録する。
【００５９】
　図５～図１０は、表示制御部１１２が表示部１１４に表示させる画像の一例を示す。表
示制御部１１２は、例えば、ユーザから心拍情報の表示の指示を受けて、図５に示す画像
３００を表示する。画像３００は、最新の心拍数３０２、および最新の心拍数３０２に対
応する活動状態３０４を含む。図５では、活動状態３０４は、運動状態であることを示し
ている。画像３００は、心拍数の時系列グラフの表示を指示する時系列表示アイコン３１
０、運動強度の表示を指示する運動強度アイコン３１２、ストレス強度の表示を指示する
ストレス強度アイコン３１４、および心臓強度の表示を指示する心臓強度アイコン３１６
を含む。
【００６０】
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　画像３００は、時系列表示アイコン３１０が選択され、心拍数の時系列グラフが表示さ
れている様子を示している。表示制御部１１２は、時系列表示アイコン３１０が選択され
た場合、例えば、最新の心拍数に対応する活動状態を示す過去３０回分の心拍数が時系列
に示された棒グラフ３２２、および過去３０回分の心拍数の平均心拍数３２４を含む画像
３００を表示部１１４に表示する。表示制御部１１２は、最新の心拍数に対するコメント
３２６を画像３００に含めて表示部１１４に表示してもよい。
【００６１】
　表示制御部１１２は、心拍数の一覧表示を指示する一覧アイコン３３０を含む画像３０
０を表示してもよい。一覧アイコン３３０が選択された場合に、表示制御部１１２は、図
６に示すような心拍数が時刻とともに時系列に並んだリストを含む画像４００を表示して
もよい。なお、画像４００に示される「１５ｓｅｃ」は、１５秒間に検知された心電図信
号により導出された心拍数であることを示す。「１５ｓｅｃ」が表示されていない心拍数
は、３０秒間に検知された心電図信号により導出された心拍数であることを示す。
【００６２】
　図７は、図５の領域３２０が選択された場合に表示される画像５００の一例である。表
示制御部１１２は、指定された活動状態を示す活動状態アイコン５０２、指定された活動
状態に対応する心拍数を時系列に示した棒グラフ５１０、平均心拍数、最低心拍数、およ
び最高心拍数を含む心拍数情報５１２を含む画像５００を表示部１１４に表示させる。
【００６３】
　表示制御部１１２は、例えば、安静状態を示す活動状態アイコン５０６、日常状態を示
す活動状態アイコン５０４、および運動状態を示す活動状態アイコン５０２を含む画像５
００を表示部１１４に表示させてもよい。表示制御部１１２は、活動状態アイコンが選択
されたことに対応して、ユーザにより選択された活動状態アイコンに対応する活動状態に
ついて、心拍数を時系列に示した棒グラフ、平均心拍数、最低心拍数、および最高心拍数
を含む心拍数情報を含む画像を表示してもよい。
【００６４】
　図８は、運動強度アイコン３１２がユーザにより選択された場合に表示される画像３０
０ａの一例を示す。表示制御部１１２は、運動強度アイコン３１２がユーザにより選択さ
れたことに対応して、最新の心拍数３０２および最新の心拍数３０２に対応する活動状態
３０４とともに、最新の心拍数３０２に対応する運動強度３４０を含む画像３００ａを表
示部１１４に表示させてもよい。
【００６５】
　図９は、ストレス強度アイコン３１３がユーザにより選択された場合に表示される画像
３００ｂの一例を示す。表示制御部１１２は、ストレス強度アイコン３１３がユーザによ
り選択されたことに対応して、最新の心拍数３０２、および最新の心拍数３０２に対応す
る活動状態３０４とともに、最新の心拍数３０２に対応するストレス強度３５０を含む画
像３００ｂを表示部１１４に表示させてもよい。
【００６６】
　図１０は、心臓強度アイコン３１６がユーザにより選択された場合に表示される画像３
００ｃの一例を示す。表示制御部１１２は、心臓強度アイコン３１６がユーザにより選択
されたことに対応して、最新の心拍数３０２、および最新の心拍数３０２に対応する活動
状態３０４とともに、最新の心拍数３０２に対応する心臓強度３６０を含む画像３００ｃ
を表示部１１４に表示させてもよい。
【００６７】
　ここで、運動強度、ストレス強度、および心臓強度は、特定の活動状態のときのみ表示
してもよい。例えば、表示制御部１１２は、画面に表示されている心拍数に対応する活動
状態が安静状態の場合のみ、心臓強度アイコン３１６が選択できるように画像を表示部１
１４に表示させてもよい。
【００６８】
　ところで、被検体の生体に関する指標として、持久力という指標がある。持久力は、運
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動時の心拍数と安静時の心拍数とに基づいて導出されてもよい。例えば、歩行時の持久力
は、歩行後の心拍数（ＨＲ１）から安静時の心拍数（ＨＲ０）を引いた値を歩行速度（Ｖ
）で除した値（（ＨＲ１－ＨＲ０）／Ｖ）で表してもよい。このような値を持久力として
ユーザに示したとしても、相対的な評価ではないので、ユーザが値を有効に活用できない
場合がある。
【００６９】
　そこで、表示制御装置１００は、心拍情報保持部１１０に保持されている心拍情報をユ
ーザＩＤまたは端末ＩＤなどの被検体を一意に識別する識別情報とともに、ネットワーク
上のサーバ、例えばクラウドサーバに送信してもよい。サーバは、同じ時間帯に同じ運動
を行うように表示制御装置１００を介してユーザに指示する運動指示部を備えてもよい。
また、サーバは、運動指示部による指示に対応して、同じ時間帯に同じ運動を行った各ユ
ーザから表示制御装置１００を介して各心拍情報を各識別情報とともに収集する心拍情報
収集部をさらに備えてもよい。サーバは、心拍情報収集部により収集された各心拍情報に
基づいてユーザ毎に持久力を導出する持久力導出部をさらに備えてもよい。サーバは、持
久力導出部により導出された各ユーザの持久力に基づいてそれぞれのユーザの持久力に対
する相対的な評価を導出する評価導出部をさらに備えてもよい。サーバは、評価導出部に
より導出された各ユーザの相対的な評価を示す情報をそれぞれの表示制御装置１００に提
供する評価情報提供部をさらに備えてもよい。
【００７０】
　上記のように構成されたサーバは、複数のユーザから心拍情報を収集して、それぞれの
ユーザの持久力を導出し、それぞれのユーザの持久力の相対的な評価をそれぞれのユーザ
に提示する。これにより、ユーザは、同じ運動を行ったユーザに対する持久力の相対的な
評価を把握できる。
【００７１】
　なお、本実施形態に係る表示制御装置１００が備える各部は、表示制御装置１００の画
像表示の制御に関する各種処理を行う、コンピュータ読み取り可能な記録媒体に記録され
たプログラムをインストールし、このプログラムをコンピュータに実行させることで、構
成してもよい。つまり、コンピュータに表示制御装置１００の画像表示の制御に関する各
種処理を行うプログラムを実行させることにより、表示制御装置１００が備える各部とし
てコンピュータを機能させることで、表示制御装置１００を構成してもよい。
【００７２】
　コンピュータはＣＰＵ、ＲＯＭ、ＲＡＭ、ＥＥＰＲＯＭ（登録商標）等の各種メモリ、
通信バス及びインタフェースを有し、予めファームウェアとしてＲＯＭに格納された処理
プログラムをＣＰＵが読み出して順次実行することで、表示制御装置１００として機能す
る。
【００７３】
　以上、本発明を実施の形態を用いて説明したが、本発明の技術的範囲は上記実施の形態
に記載の範囲には限定されない。上記実施の形態に、多様な変更または改良を加えること
が可能であることが当業者に明らかである。その様な変更または改良を加えた形態も本発
明の技術的範囲に含まれ得ることが、特許請求の範囲の記載から明らかである。
【００７４】
　特許請求の範囲、明細書、および図面中において示した装置、システム、プログラム、
および方法における動作、手順、ステップ、および段階等の各処理の実行順序は、特段「
より前に」、「先立って」等と明示しておらず、また、前の処理の出力を後の処理で用い
るのでない限り、任意の順序で実現しうることに留意すべきである。特許請求の範囲、明
細書、および図面中の動作フローに関して、便宜上「まず、」、「次に、」等を用いて説
明したとしても、この順で実施することが必須であることを意味するものではない。
【符号の説明】
【００７５】
１００　表示制御装置
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１０２　通信部
１０４　心拍情報取得部
１０６　動き情報取得部
１０８　活動状態特定部
１１０　心拍情報保持部
１１２　表示制御部
１１４　表示部
１１６　運動強度導出部
１１８　ストレス強度導出部
１２０　心臓強度導出部
１２２　一覧表示指示受付部
１２４　活動状態選択部
１２６　位置取得部
２００　センサユニット
２０２　心拍センサ
２０４　心拍情報保持部
２０６　動きセンサ
２０８　動き情報保持部
２１０　通信部

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】
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【図９】 【図１０】
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